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近年、精神的な意味で「いや し」という言葉が流行 し、それを求める一つの手段 とも考えられ、
四国遍路1を志す者が多 く見 られようになって きている。徒歩巡礼者がかつてより、相対的に増















霊場 を巡拝すること … 諸所の霊場を巡拝する人」4と説 く。このほか大野晋は「寺社 ・霊場を












































そ れ で は 日本 語 の 巡 礼 に 該 当 す る 語 を 、 欧 米 の 言 語 で 検 討 して み た い 。 ℃xfordEnghshDic-
tionary"(15)で 巡 礼 者 に 相 当 す るPngrimの 項 を み る と 、 次 の よ う に 説 明 さ れ る 。
℃newhotravelsfromplacetoplace.一..Onewhojourneys(usuallyalongdistance)tosome




フ ラ ン ス 語 の 百 科 事 典 て}randeLarousseEncyclopedique"16のPelerinの項 目 は 、
?ersonnequi,pardevotion,vavisiteru:nheuconsacre:Lespeler㎞sdelaMecque,deLourde"
と 記 述 さ れ る 。
ドイ ツ語 で は 、 巡 礼 者 はP且gerの ほ かWaUfaherが あ る が 、 つeutschesWoerterbuch"17のPHg-
erの 項 目 に は 、 コ)derfremd㎞9,derauslaender"●2)nachde「bedeutu㎎deski「chenlatein-
ishenperegrinusderwaUfahrernacheinemfemenandachtsorte"とみ ら れ る 。
そ して こ れ ら英 ・仏 ・独 語 は と も に 、 巡 礼 者 を 表 す 用 語 は ラ テ ン語 か ら 借 用 さ れ て い る 。 そ
こ で ラ テ ン語 のPeregreと い う用 語 を 検 索 す る と 、To,in,orfromforeignparts,abroad;a
(denotingdest㎞ation),b(denotingpositionorwhere-abouts),c(denotingplacewhence)"とな
り、Peregrinusで は"(ofperson,etc)Foreign,ahen"とな る18。
た と え ば 英 語 のPilgr㎞ あ る い はPngr㎞ageに は 、 聖 地 を 巡 る と い う 意 味 は な く、 宗 教 的 な
信 心 か ら聖 地 を 目 指 し て 長 距 離 の 旅 を す る 者 、 あ る い は そ の 行 為 で あ る 。 そ し て そ の 語 源 と な
る ラ テ ン語 に お い て も 、 よ そ 者 、 外 国 な ど の 意 味 で あ り、 日本 の 巡 礼 の 特 色 と して 挙 げ た め ぐ
る と い う 意 味 は 含 ま れ て は い な い6
一 般 に 、 西 欧 な ど に み ら れ る 単 一 聖 地 を め ざす 巡 礼 は 、 日本 で は伊 勢 参 宮 や 善 光 寺 参 詣 な ど
に該 当 す る と考 え られ る が 、 こ れ ら を 「巡 礼 」とす る な ら ば 、 上 記 で 検 討 し た 一 般 的 な 意 味 で の
巡 礼 は 別 の 用 語 を 当 て ね ば な ら な い で あ ろ う 。 つ ま り 日本 語 の 巡 礼 と 、 ラ テ ン語 起 源 の 用 語 で
は 、 用 語 の 起 源 的 な 意 味 に お い て も、 今 日 用 い ら れ る 意 味 に お い て も 同 義 で は な い の で あ る 。
な お 日 本 語 の 巡 礼 が ラ テ ン語 起 源 の 用 語 に対 応 さ せ ら れ た こ と は 、 明 治 期 で は な く、 既 に 近
世 初 頭 に み ら れ る 。 ポ ル トガ ル 人 宣 教 師 が 作 成 し た 『日 葡 辞 書 』19のπ㎜rei"の 項 を み る とMeguri




























ゴ ・デ ・コンポステーラへの巡礼では、起点を異にする主要な4本 の巡礼路があり、ピレネー
































所は除外され、2ヵ 所から取 り上げられるべ きであるが、2ヵ 所をめぐる行為は巡礼の範疇に
入れられることはない。たとえば、伊勢参宮では内宮 ・外宮の2ヵ 所の聖地(さ らに朝熊山を含
めて3ヵ所の場合もある)をめ ぐるが、巡礼 とは呼ばれない。
また聖地数3ヵ所は微妙なところであり、多少恣意性が介在する。熊野詣では、本宮 ・新宮 ・
那智の3ヵ所の聖地を巡 り、また出羽三山詣では月山 ・湯殿山 ・羽黒山を巡るが、これらも一般











右欄の巡礼者が目的とする対象には、釈迦如来 ・薬師如来 ・阿弥陀菩薩 ・地蔵菩薩 ・観世音菩
薩 ・勢至菩薩 ・虚空蔵菩薩 ・不動明王 ・愛染明王 ・毘沙門天 ・歓喜天 ・閻魔王 ・弁財天 ・賓頭廬
尊者 ・九品仏 ・十二光仏 ・十三仏など仏教諸尊があり、なかでも薬師 ・地蔵 ・不動 ・観音など庶
民信仰に関わるものが多い。これら仏教諸尊への巡礼 は本尊巡礼 と呼称されることもある。
このほか、神社や神社に祭祀された神々をめぐる巡礼がある。天神 ・秋葉 ・神明 ・猿田彦 ・
稲荷 ・霊符神 ・八幡 ・金毘羅 ・妙見が対象 となっている。 しか しながら神社をめ ぐる巡礼の大





聖地数 巡 礼 対 象
3 三薬 師,三 観音,三 不動,三 弁 天,天 神 三社,秋 葉 三社,
弘法大師三所,三 霊場,三 寺(浄 土真宗)
5 五不動,神 明五社
6 六阿弥陀,六 地蔵,六 観音,六 歓喜天,聖 徳太子六所
7 七薬師,七 観 音,七 不動,七 弁天,七 毘沙門天,巳天神七社,
猿 田彦七社,七 福神,役 行者 七所,七 墓,七 草
8 稲荷八社,八 幡入社,入 社
9 九品仏,霊 符神九社
10 十観音,十 金毘羅,十 社,十 祖師
11 役行者十一所
12 十二薬 師,十 二光仏,十 二社,十 二支
13 十三虚空蔵,十 三仏,日 蓮上人十三所,十 三所
15 十五毘沙門天,稲 荷十五社,八 幡十五社,妙 見十五社
16 十六不動,西 山国師十六所
17 十七愛染,神 明十七社
18 十八阿弥陀,十 八歓喜天,秋 葉十八社,元 三大師十八所,
十八壇林,真 言宗十八本山
21 二十一 阿弥陀,二 十一歓喜天,神 明 二十一社,二 十一社,
弘法大 師二十一所,日 蓮宗二十一所
22 賓頭廬二十二所,二 十二社
24 二十四地蔵,二 十四社,親 鸞聖人二十四輩,ぼ け封 じ二十四所
25 二十五勢至,二 十五閻魔,天 神二十五社,円 光大師二十五所,
真盛上人二十五所,花 の寺二十五所
26 二十六愛染,二十六薬師
28 二十八不動,二 十八地蔵,稲 荷二十八社,聖 徳太子二十八所
29 二十九弁天
32 三十二釈迦,三 十二不動
33 三十三薬師,三 十三観音,三 十三金毘羅,三 十三弁天
34 三十四観音
36 三十六地蔵,三 十六不動,尼 寺三十六所
37 三十七地蔵






100 百観音,百 地蔵,百 不動,百 弁天
108 百八地蔵
*現 行の巡礼だけでなく、歴史的な巡礼 も含む。ただ し巡礼者が任意に聖地を選択するようなも
のは除外 した。
*表 記は慣例 と相違するものが多いが、敢えて全体の統一を目指 した。
*出 典は、中尾尭 『古寺巡礼辞典』、東京堂、1973;斎 藤昭俊 『仏教巡礼集』、仏教民俗学会、
1975;拙 稿 「近世大坂における巡礼」、大阪商業大学商業史研究所紀要3、1994;大 法輪閣















最 も早い時期の記載を参考にして、成立時期を検討 してみると図1に なる。表1の 巡礼には、
成立時期が明らかでないものが多 く、図1に は表1の 巡礼のうちおよその成立年が判明するき
わめて限られたもののみを記載 した。




平安末期から鎌倉期に成立 した諸形式の巡礼には、三十三観音 ・七観音 ・六十六部 ・弘法大
師八十八所がある。これらのうち比較的早 くから確認できるのが、今日の西国三十三所へ と発
展する三十三観音巡礼である。『寺門高僧記』26によれば、園城寺の行尊(1055-1135)が 三十三
所巡礼 をしたことがみられ、やや遅れて同 じく園城寺の覚忠が「応保元年(1161)正 月三十三所巡
礼則記之」として、巡礼をしている。 したがってこの巡礼は天台寺門派の関与により、平安末期
に成立 したと考えられている27。行尊は「両山修行継役行者。歌仙能筆名留後代。笙窟冬籠給之

























1687-1763六 阿 弥 陀(京 都)
1701十 二薬師(大 坂)
1708四 十八地蔵(大 坂)
■■■圏■■巳鯛o● ● 一 一 鬯
1739-47十 二 光 仏(大 坂)





1751-63六 十 六 地 蔵(但 馬)
一 鱒一 一 ■ 一 一.






















瀧ママ山千 日坐巌屈ママ冬籠、四国辺路三十三所諸国巡礼 … 」35と記される。辺路という語が記
されるだけなので、聖地数が88ヵ 所であるか定かではない。この時期の四国遍路は、三十三所
諸国巡礼(後 の西国三十三 ヵ所巡礼)と ともに、山伏の修行として実践されていた。中世の遍路
は史料が欠如 して不明な点が多いが、中世末の16世 紀の墨書からは当時、僧侶などの宗教者に
混 じり、俗人の遍路もあったことが知られている36。














近世に入り、元禄から明和頃までに成立が確認で きる巡礼 としては、親鸞聖人二十四輩 ・六
阿弥陀 ・十二薬師 ・四十八地蔵 ・十二光仏 ・秋葉三社 ・神明五社 ・稲荷十五社 ・二十二社 ・七






















所 ・尼寺三十六所などであり、巡礼の分類の上では本尊 ・神社 ・祖師それぞれの巡礼に該当し










ここではあ くまで諸形式の巡礼が初出する時期 について検討 してきたが、個別巡礼に言及し
てきたわけではない。これらの形式の巡礼をもとに、各地で個別巡礼が成立 しているわけであ




生み出している。代表的な巡礼である西国巡礼 ・四国遍路 を中心 として、これら諸現象につい










教者が修行 として巡っていたものが、近世には民衆 も参加するようになる。こうした修行 とし
て宗教者が主流であった巡礼から、民衆の巡礼に変化 していくことが巡礼の発展過程でみられ
る。これは巡礼の発展にともなう、巡礼者の質的な変化 とみることができる。




































が距離も長 く、経済的 ・時間的 ・身体的な負担が大 きなことに対する一種の方便であることは
いうまでもない54。
西国三十三 ヵ所を模倣した地域的巡礼地は、近世までに近畿地方に成立したものだけでも64
を数え55、全国的には三十三所で200以 上 ともいわれ、また四国八十八 ヵ所では全国で約150と
















礼地は、鎌倉期に坂東、室町期に秩父 ・洛陽 ・遠江 ・武蔵足立郡 ・陸奥南部糠部郡 ・岩城 ・出





























なお巡礼地について最後に指摘 してお きたいのは、各時代により様 ざまな規模の巡礼地が成










杖を奉納 し、秩父札所34番 の水潜寺では笈摺 ・杖の奉納のほか、境内にある「水潜 りの岩屋」を
くぐり抜けてから帰路につく慣習がある。このように巡礼は最後の札所で終了し、巡礼者は巡




























































近世の西国巡礼を例にとれば、札所1番 那智山(青岸渡寺)か ら札所33番谷汲寺まで、札所 を川頁
序通 りに結ぶ経路が基本的経路 となり、それから外れる経路が発展的経路 となる。主な発展的
経路は、札所3番粉河寺 ・札所4番槇尾寺間に高野山参詣する「高野廻 り」、札所4番槇尾寺 ・札所
5番葛井寺間に大坂市中を見物する「大坂廻 り」、札所6番壺阪寺 ・札所7番 岡寺間に吉野参詣する
「吉野 ・多武峰廻 り」、札所13番 石山寺 ・札所14番 三井寺間に札所31番 長命寺 ・札所32番 観音正
寺を先取 りして巡る「石山より逆打」、札所14番 三井寺から京都市中の札所への間に比叡山に参
詣する「比叡山廻 り」、札所19番 革堂から愛宕山参詣して札所20番 善峰寺までを逆打する「愛宕越
え」、札所24番 中山寺の次に札所28番 成相寺までを逆打する「兵庫廻 り」、以上7経路である80。そ
して、近世中期以後の巡礼者の道中日記を検討すると、東北 ・関東など東国から訪れた巡礼者
はこれ らの経路を大部分利用し、九州 ・中国など西国からの巡礼者 も「兵庫廻 り」の一部区間を





















その上で巡礼の範疇に含 まれる種々の形式を聖地数 と巡礼対象とを基準 として一覧として示 し

























































四 国 八 十八 ヵ所 の 巡礼 のみ 遍 路 と通 称 され るの で 、 こ こ で は そ れ に従 う。
一 つ の動 向 と して は 、最 近 若手 研 究 者 が 、 各分 野 か ら巡 礼研 究 を推 進 して い る。 た とえ ば、 浅 川 泰
宏 「遍 路 道 を外 れ た遍 路 一 新 しい 巡 礼 空 間 モ デ ル の構 築 に向 け て一 」『日本 民 俗 学 』226号 、2001、
pp.35-69;近 藤 隆 二郎 「北 播 磨 の ミニ チ ュ ア巡 礼 地 にお け る成 立 プ ロセ ス 」『ラ ン ドス ケー プ 』60巻5
号 、1997pp,561-566;中 山和 久 「巡 礼 と現代 一 関東 三 十 六 不 動 霊 場 を 中心 と して一 」『日本 民 俗 学 』
211号 、1997、pp.32-65;森 正 人 「遍路 道 に み る宗 教 的 意 味 の 現代 性一 道 をめ ぐるふ た つ の主 体 活 動
を 中心 に一 」『人 文 地理 』53巻2号 、2001、pp.173-189;同 「場 所 の真 性 性 と神 聖性 一 高知 県 室 戸 市 の
御 厨 人 窟 を事 例 に一 」『地 理 科 学 』56巻4号 、2001、pp.42-61な どの研 究 が あ る。
また 行 政 を は じめ と して各 分 野 か ら四 国遍 路 を対 象 に した研 究 が 推 進 され、 早稲 田大 学道 空 間研 究
会 編 『現代 社 会 と四 国遍 路 道 』同刊 、1994;同 会 編 『四 国遍 路 と遍 路 道 に関 す る意 識 調 査 』同 刊 、
1997;長 田功 一 ・坂 田正 輝 編 『現 代 に生 き る四 国 遍 路 』(CD-Rom版)早 稲 田大 学 、1998;愛 媛 県 『四
国遍 路 の あ ゆみ 』愛媛 県 生 涯 学習 セ ン ター 、2001;稲 田 道彦 『景 観 と して の遍 路 道 と遍 路 の行 程 の変
化 』香 川 大 学 、2001;頼 富本 宏 ・白木 利 幸 『四 国遍 路 の研 究』国 際 日本 文 化研 究 セ ンタ ー、2001な ど
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               Development of Pilgrimages in Japan 
                         TANAKA Tomohiko 
                           Gifu ShotokuGakuenUniversity 
  This paper investigates the characteristics of Japanese pilgrimages, the overall development, and 
  the resulting phenomena. 
    A fundamental meaning of the word for pilgrimage in Japanese"junrei"is the circulation of 
  sacred sites. Thus, circulation is the purpose of "junrel" activity. On the other hand, the word 
  66pilgrimage" in English or in other languages borrowed from Latin refers to moving forward to a 
  promised sacred site. 
    Pilgrimages usually consist of three significant elements: sacred place(s), pilgrim routes, and 
  pilgrims. As in Western countries, a pilgrim place is equal to a sacred site and is the goal for 
  pilgrims. For example, at Santiago de Compostela, there are several pilgrim routes with different 
  starting points leading to a common goal. However, in Japan, a "junrei" pilgrim place consists of a 
  group of sacred sites which are usually numbered (hudasho), forming the area of the pilgrims' 
  circulation. In sum, junrei refers to the entire course, which binds the sacred sites from start to 
 finish. 
    There are many types of junrei, which can be classified according to the objects of worship: 
 Buddhist deities, Shinto deities, the founders of Buddhist sects, and others. Each type of junrei has 
 a fixed number of sacred sites. 
    According to historical documents, ascetics were making pilgrimages from the end of the Heian 
 to the Kamakura period (ca. 1100- 1250 A.D.). It was at this time that the pilgrimage to thirty-three 
 sites connected with Kannon first came into being in Japan. The pilgrimages from this period were 
 relatively larger in scale than in later periods. While the details are not known, many types of 
 pilgrimages evolved in the middle of the Muromachi period (1400s) and the middle of the Edo 
 period (1700s). Moreover, many new types of pilgrimages have developed since the years of high 
 economic growth (1960-1970). 
    With the development of two major pilgrimage routes in Saigoku and Shikoku, various 
 phenomena have occurred. The first is an increase in pilgrims. People come from a wider area than 
 ever before, and the type of pilgrim has also changed, i.e. from religious masters to ordinary people. 
 Another interesting phenomenon is that a large number of "miniature" pilgrim places based on 
 original sacred sites have been constructed throughout Japan. Through the addition of these new 
 sacred sites, the original pilgrim places have expanded externally as well as internally. 
    Finally, on some pilgrim courses, new routes have been developed from the original routes 
 which just followed the designated sacred sites. These newly developed routes include byroads to 
 visit relics, famous temples and shrines, and can even be a means to avoidthe risk of taking a ferry 
 boat.
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